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今後の方向性
引き続き看板による呼びかけを続けるとともに、長野合同庁舎への懸垂幕の掲出により効果的な
周知を実施していく。
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「2050ゼロカーボン」呼びかけ看板については、予定を上回る23現地機関から設置要望があり、11月末まで
に各現地機関において設置することができた。
懸垂幕は３月に納品されたため一時的な設置となったが、令和４年度以降、６月の環境月間などに掲示す
る。
看板設置等により、来庁者や職員に対しゼロカーボンについて周知するとともに、アイドリングストップを呼び
かけることができ、３月に実施した長野合同庁舎における調査では、アイドリング中の車は１台も見受けられ
なかった。

「2050ゼロカーボン」呼びかけ看板
設置事業

事

業

の

概

要

等

目 的
（目指す姿）

「2050ゼロカーボン」の達成には、多くの県民に「2050ゼロカーボン」を知ってもらい、県民の意識
や行動の変容を促し、県民総参加の運動を展開していく必要がある。
長野圏域は県内圏域で最も自動車保有台数が多く、合同庁舎などの県機関に来庁の際は自動
車を利用することが多いため、自動車利用者に向けた看板を県機関の駐車場に設置し、「2050ゼ
ロカーボン」を知ってもらうきっかけにするとともに、二酸化炭素排出量の削減に寄与するアイドリ
ングストップを促す。
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「2050ゼロカーボン」の実現のためには、その取組の必要性や具体的な行動計画などについて、
県民に広く浸透させ、一人ひとりの行動変容につなげていく必要がある。
県機関では、環境マネジメントシステムを活用して事務事業に伴う温室効果ガス排出量の削減に
取り組んでいるが、来庁者等にアイドリングストップを促す看板を設置している機関は少ない。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

　長野圏域内現地機関に看板設置の可否を照会した上で、ゼロカーボンを題材としたアルクマの
イラストを掲載した看板を当課で作製（発注）・配布し、設置可とした各現地機関において駐車場
等に設置する。
 　また、多くの県民が目に付きやすい懸垂幕を作製して長野合同庁舎に掲示し、ゼロカーボンを
効果的に周知する。
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地域振興推進費事業計画・自己評価書　
提  出  区  分

令和３年６月 令和４年３月

実 施 機 関 長野地域振興局　環境・廃棄物対策課 担
当
課

長野地域振興局環境・廃棄物対策課

事 業 名 「2050ゼロカーボン」呼びかけ看板設置事業
026-234-9590

横断的な課題

地域重点政策

nagachi-kankyo@pref.nagano.lg.jp

Ｃ

地域が連携して学び、実践する脱炭素まちづくり

令和4年3月31日整理番号 5 課題区分

（単位：円）

長野地域振興局

看板・懸垂幕の作製

実績額 備考

長野合同庁舎におけるアイドリング車の数（当課で調査を実施）

達 成 状 況

197,120

197,120

指
標
及
び
達
成
状
況

成果

23機関

1本

0台

目標値

20機関

1本

0台

成　果　指　標

看板設置機関数

懸垂幕設置（長野合同庁舎用）

達 成

一部達成

未 達成
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